












自動巻　24時間表示、スモールセコンドの使い方　　　　
【対応モデル】　EVA43　SCA44

リューズを一段引き出した位置で回すと、時刻を合わせられます。
（24時間針タイプは、24時間針が連動して動きます。）
防水タイプのネジ込みリューズの場合は、リューズを6時方向に（手前）に回して
ネジをゆるめてリューズを巻いて下さい　　.

【24時間針】
9時位置の針は午前と午後が
一目でわかる24時間表示となります

【スモールセコンドについて】
５時位置の針が通常秒針となります。
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パワーリザーブ機能の使い方
【対応モデル】TCA45　TE44
■時刻の合わせ方
時計を手首から離し、リューズを回すと、ぜんまいが巻き上げられます。
12時位置のパワーリザーブ表示で、充電残量を確認することができます。
防水タイプのネジ込みリューズの場合は、リューズを6時方向に（手前）に回してネジを
ゆるめてリューズを巻いてください。
ぜんまいが完全に巻き上げられると、約40時間時計が作動します。
巻き上げが十分でない場合、時計の精度が低下する可能性があります。

ー25+35

1. 秒針が12時位置を指したときに、リューズをⅠ段引きます。
2. リューズを回して時刻を合わせます。
3. 時刻を合わせ終わりましたら、リューズを押し込んで通常位置に戻してください。

【TCA45】 【TE44】

パワーリザーブ表示 パワーリザーブ表示
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クロノグラフの使い方2
【対応モデル】DP38 DP44 M044 LU44
★このクロノグラフは、最大11時間59分59秒95まで1/20秒単位で測定し、
表示する事ができます。
1. Aボタンを押してスタートさせます。この際クロノグラフ秒針が1秒毎に刻んでいきます。
（1/20秒針は10分を経過すると、消費電力を抑える為止まりますが計測は行われています）
1分が経過するとクロノグラフ分針が1目盛動き、
クロノグラフ12時間針は1時間で1目盛動きます。
※一部モデルは1/20秒針がございません。
最大11時間59分59秒まで1秒単位の測定となります。
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【対応モデル】LUS44 TCS44 DPS38 MOS44 TCD45 NTS45 EVS43 NTS44 

光源 環境（目安） フル充電まで 確実に１秒
運針になるまで 1日分動かすには

蛍光灯

太陽光

室内
30W 20cm
曇天

晴天

DPS38
NTS44

LUS44
TCS44
MOS44
TCD45
NTS45
EVS43

LUS44
TCS44
MOS44
TCD45
NTS45
EVS43

LUS44
TCS44
MOS44
TCD45
NTS45
EVS43

DPS38
NTS44

DPS38
NTS44

対応
モデル

65時間52時間
18時間16時間

5時間5.3時間

8時間4時間
35時間18時間

2.5時間1.5時間

1時間0.5時間

20分15分
90分69分

6分5分

2分2分

一度フル充電をすると、約 4～6ヶ月間は充電しなくても時計は動き続けます。
（※ムーブメントにより駆動時間が変わります）
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ソーラークォーツ時計の使い方1　［対応モデル］ LUS44  TCS44  MOS44  TCD45  NTS45
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クロノグラフ

クロノグラフ
クロノグラフ

クロノグラフ

※「エネルギー残量」は目安としてお使いください

十分
（約90日以上の残量）

半分
（約90日～30日以上の残量）

やや少ない
（約30日以上の残量）

エネルギーについて
エネルギー残量が少なくなると、秒針が２秒ごとに動く「２秒運針」になります。
その後に、エネルギーが切れると時計が停止します。
「２秒運針」になったときは、十分な充電をしてお使いください。
・２秒運針中は、ストップウォッチの操作しても作動しません。（故障ではありませんので、ご安心ください。）
・ストップウォッチ計測中に２秒運針となった場合は、ストップウォッチ針が０分０秒位置に戻り測定
がリセットされます。
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　時刻と日付の合わせ方
日付付きの時計はリューズを二段式に引き出すようになっています、一段引き出した位置（図：Ⅰの位置）
でリューズを回すと日付が一日進みます。時刻を合わせるときは、リューズを二段引き出した位置（図Ⅱ
の位置）で行ってください。
合わせ終わりましたら、必ずリューズを元の位置に戻してください。

《スピリットタイム及び中間タイム計測機能》
1.A ボタンを押してスタートさせます。
2.B ボタンを押すとスプリット機能が働き、もう一度 Bボタンを押すと測定中の時間に戻ります。
繰り返し行う事ができます。
3. 終了するには Aボタンを押してからBボタンを押してリセットします。
（注）スプリット測定中にAボタンを押すとクロノグラフ機能が中断されます。その場合は、Bボタンを二
度押しリセットをしてからもう一度最初から測定して下さい。

1.リューズを2段引き出し、（Ⅱ）のポジションにします。
この状態で Aボタンを押すとクロノグラフの秒針が動きますので、0の位置まで動かしてください。
ボタンA：１回押す毎に、クロノグラフ秒針が 1秒進みます。押し続ける間、早送りします。
ボタンB：１回押す毎に、クロノグラフ秒針が１秒戻ります。押し続ける間、早送りします。
※ストップウォッチ針（秒・分）は、連動して動きます。
2. 修正が終わりましたら、必ず元のポジションまでリューズを戻してください。　

★このクロノグラフは、最大 29分 59 秒まで 1秒単位で測定し、表示することができます。
A ボタンを押すとスタートし、クロノグラフの秒針が 1秒ごとに刻んでいきます。1分を経過するとクロノ
グラフ分針が 1目盛り動きます。もう一度 Aボタンを押すとストップします。リセットをするには、Bボタ
ンを押してください。（スタートとストップを繰り返し、積算を行うこともできます。）
(注)EVS43MFゴーストコラボ商品は車載メーターのデザインをイメージしている為 60 秒計・30 秒計・
24 時間表示の表記はございません

7ページ注意事項①③を合わせてお読みください。
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ソーラークォーツ時計の使い方2　　 ［対応モデル］  DPS38

日付付きの時計はリューズを二段式に引き出すようになって
います。一段引き出した位置（図：Ⅰの位置）でリューズを
回すと日付が一日進みます。時刻を合わせるときは、リュー
ズを二段引き出した位置（図Ⅱの位置）で行ってください。
合わせ終わりましたら、必ずリューズを元の位置に戻してく
ださい。

クロノグラフ

★このクロノグラフは、最大59分59秒まで1/20秒単位で測定し、表示することができます。
1. Aボタンを押してスタートさせます。この際クロノグラフ秒針が１秒毎に刻んでいきます。
（1/20 秒針は 1分を経過すると、消費電力を抑える為止まりますが計測は行われます）
1分が経過するとクロノグラフ分針が 1目盛動きます。
もう一度 A ボタンを押すとストップします。リセットをするには、B ボタンを押してください。
（スタートとストップを繰り返し、積算を行うこともできます。）

1.リューズを二段引き出して（Ⅱ）のポジションにします。この状態でAボタンを2秒以上押し続けると1/20
秒針が1周します。Bボタンを押すと1/20 秒針が動きますので 00 の位置まで直してください。
2. もう一度Aボタンを2秒以上押し続けると、クロノグラフ秒針が1周します。Bボタンを押すとクロノグラフ
秒針が動きますので 12 時の位置まで直してください。
3. さらにもう一度 Aボタンを2秒以上押し続けるとクロノグラフ分針が回転します。
Bボタンを押すとクロノグラフ分針が動きますので 60 の位置まで直してください。
すべての修正が終わりましたらリューズを元のポジションまで戻してください。

7ページ注意事項①③を合わせてお読みください。
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★このクロノグラフは、最大 59 分 59 秒まで 1/20 秒単位で測定し、表示することができます。
1. A ボタンを押してスタートさせます。この際クロノグラフ秒針が１秒毎に刻んでいきます。
（1/20 秒針は 1 分を経過すると、消費電力を抑える為止まりますが計測は行われます）
1 分が経過するとクロノグラフ分針が 1 目盛動きます。
もう一度 A ボタンを押すとストップします。リセットをするには、B ボタンを押してください。
（スタートとストップを繰り返し、積算を行うこともできます。）

ソーラークォーツ時計の使い方3　　 ［対応モデル］  NTS44
　時刻と日付の合わせ方
日付付きの時計はリューズを二段式に引き出すようになっています。一段引き出した位置（図：Ⅰの位置）
でリューズを回すと日付が一日進みます。時刻を合わせるときは、リューズを二段引き出した位置（図Ⅱ
の位置）で行ってください。
合わせ終わりましたら、必ずリューズを元の位置に戻してください。

7ページ注意事項①③を合わせてお読みください。

クロノグラフ
1/5 秒針

24 時間針
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★このクロノグラフは、最大 59 分 59 秒まで 1/5 秒単位で測定し、表示することができます。
1. A ボタンを押してスタートさせます。この際クロノグラフ 1/5 秒針が 1/5 秒毎に刻んでいきます。
1 分が経過するとクロノグラフ分針が 1 目盛動きます。

もう一度 A ボタンを押すとストップします。リセットをするには、B ボタンを押してください。
（スタートとストップを繰り返し、積算を行うこともできます。）
( 注 )NTS44　MF ゴーストコラボ商品は車載メーターのデザインをイメージしている為
　　通常秒針・60分計・24 時間表示の表記がないモデルもございます。

《スピリットタイム及び中間タイム計測機能》
1.A ボタンを押してスタートさせます。
2.B ボタンを押すとスプリット機能が働き、もう一度 Bボタンを押すと測定中の時間に戻ります。
繰り返し行う事ができます。
3. 終了するには Aボタンを押してからBボタンを押してリセットします。
（注）スプリット測定中にAボタンを押すとクロノグラフ機能が中断されます。その場合は、Bボタンを二
度押しリセットをしてからもう一度最初から測定して下さい。

クロノグラフ針の０修正　＊０位置に戻らない場合
1. リューズを二段引き出して（Ⅱ）のポジションにします。この状態で Aボタンを2秒以上押し続けるとク
ロノグラフ分針が 1周します。Bボタンを押すとクロノグラフ分針が動きますので 60 の位置まで直してくだ
さい。
2. もう一度 Aボタンを2秒以上押し続けると、クロノグラフ1/5 秒針が 1周します。Bボタンを押すと
クロノグラフ1/5 秒針が動きますので 12 時の位置まで直してください。
すべての修正が終わりましたらリューズを元のポジションまで戻してください。
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 ［対応モデル］  TCA44　SCA44

 ［対応モデル］  LU44　LUS44

 ［対応モデル］  TCA44　SCA44
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時針
日付

分針

曜日

マルチファンクションの使い方
【対応モデル】ZE42
■曜日と時刻の合わせ方

リューズを1段引き出しⅠのポジションにします。
リューズを反時計回りに回して日付を合わせてください。
合わせ終わりましたらリューズを押し込んで通常のポジションにします。

リューズを2段引き出しⅡのポジションにします。リューズを時計回りに回し、時・分針を進めていき、午前0時を通
過すると、曜針が動き始めます。曜針が次の曜日を指すまでさらに時・分針を進めてください。曜針を早送りす
る場合は、逆に時・分針を4～5時間分戻してから、再び進み方向に時・分針を回すと、曜針を早く進めることが
できます。曜日を合わせたら、時刻を合わせます。合わせ終わりましたら
リューズを押し込んで通常のポジションにします。
■日付の合わせ方
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1.現在位置の時刻を確認します。
2.回転ベゼルを回し、時刻とダイヤルの都市名と合わせる事により、各都市の時刻を同時に読み取ります。
※サマータイムは反映されません。

【例】日本で使用する場合
TOKYOに現在時刻のベゼルの数字を合わせます。
（日本が午後10時の時、左隣のHONGKONGは1時間
マイナスの午後9時になります）

【例】日本で使用する場合
TOKYOに現在時刻のベゼルの数字を合わせます。
（日本が午後10時の時、TOKYOの位置に回転ベゼル
の22時を合わせます。）

【対応モデル】MO44　MOS42

【MO44】 【MOS42】

簡易ワールドタイム機能の使い方

回転ベゼル

11

回転ベゼル

11
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換算のしかた

*参考：1knot＝1NAUT/h＝1.852km/h

 ルトーメロキ・里海→ルイマ定法）B（  （C）キロメートル→法定マイル・海里

区　分

距　離

速　度

用語説明

60
65

70

65

0

65
70

75

8

60
65

70

65

65
70

75

KM換算矢印

この円形計算尺には距離計換算目盛がついています。
〈距離計換算〉
（nauticamiles）法定マイル　キロメートル（km）

解　明
NAUT
STAT
KM
FT

nautical mile（海里）の略、1NAUT＝1.852km
statute mile（法定マイル）の略、1STAT＝1.609km
kilometerの略、1km＝3280feet
feetの略
mile per hourの略、1MPH＝1.609km/hMPH

●海里（nautical miles）・法定マイル（statute miles）・キロメートル（km）換算
(A) 海里→法定マイル・キロメートル
[問]
　35海里→？法定マイル→？キ　
ロメートル
[解]
⑴固定目盛盤の数値35に回転目
盛盤のNAUTの矢印を合わせる
⑵回転目盛盤のSTAT矢印に対応
する固定目盛盤の数値40.3を
読む
⑶回転目盛盤のKM換算矢印に対
応する固定目盛盤の数値64.8
を読む
[答] 40.3法定マイル
 64.8km

[問]
　40.3法定マイル→？海里→？　
キロメートル
[解]
⑴固定目盛盤の数値40.3に回転目
盛盤のSTAT換算矢印を合わせる
⑵回転目盛盤のNAUTの矢印に対
応する固定目盛盤の数値35を読
む
⑶回転目盛盤のKM換算矢印に対応
する固定目盛盤の数値64.8を読
む
[答] 35海里 
 64.8キロメートル

[問]
64.8キロメートル→？法定マイル
→？海里
[解]
⑴固定目盛盤の数値64.8に回転目
盛盤のKM換算矢印を合わせる
⑵回転目盛盤のSTATの矢印に対応
する固定目盛盤の数値40.3を読
む
⑶回転目盛盤のNAUTの矢印に対
応する固定目盛盤の数値35を読
む
[答]　40.3法定マイル 
 35海里

 ［対応モデル］  NTS44
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航法計算のしかた

2. 平方根計算

 

 

　　

  

　　

  

の関係式で全て計算ができます
＊時間は分を基準に考えます。

速度＝
距離
時間

１. 掛算・割算・比例計算
(A)算掛
[問] 30×40＝？
[解]
①固定目盛盤の数値10に回転目
盛盤の数値30を合わせる
②固定目盛盤の数値40に対応する
回転目盛の数値12を読み取る
③位取りをして100を掛け1200
と求める
[答]　1200

[問] 120÷40＝？
[解]
①固定目盛盤の数値40に回転目
盛盤の数値12を合わせる
②固定目盛盤の数値10に対応する
回転目盛盤の数値30を読み取る
③位取りをして３を求める
[答]　３

[問]30/10=？/40
[解]
①固定目盛盤の数値10に回転目
盛盤の数値30を合わせる
②固定目盛盤の数値40に対応する
回転目盛盤の数値12を読み取る
③位取りをして120を求める
[答]　120

(B)割算 (C)比例計算

※一般的な計算の時には、固定目盛盤の10を基準目盛として使用します。

[問] 576平方根=？
[解] 
固定目盛盤の数値576（57.6の目盛）に対応する回転目盛盤の数値と回転目盛盤の数値10に対応する固定目盛盤の
数値が等しくなる点を回転目盛盤を回転させながら見出します
[答]　24

3. 時間・速度・距離計算
(A)時間算 (B)速度計算 (C)距離計算
[問]
　速度(対応速度)
　　　：200MPH(km/h)
　飛行距離：100マイル(km)
　飛行時間：？
[解]
①固定目盛盤のタイムインデックス
に回転目盛盤の数値20を合わせる
②回転目盛盤の数値10に対応する
固定目盛盤の数値30を読む
③位取りをして30を求める
[答]　30(分)

[問]
　速度(対応速度)：？
　飛行距離：100マイル(km)
　飛行時間：30分
[解]
①固定目盛盤の数値30に回転目盛
盤の数値10を合わせる
②固定目盛盤のタイムインデックスに
対応する回転目盛盤の数値20を読む
③位取りをして200を求める
[答]　200MPH(km/h)

[問]
速度(対応速度)
　　：200MPH(km/h)
飛行距離：？
飛行時間：30分
[解]
①固定目盛盤のタイムインデックス
に回転目盛盤の数値20を合わせる
②固定目盛盤の数値30に対応する
回転目盛盤の数値10を読む
③位取りをして100を求める
[答]　100マイル(km)

 ［対応モデル］  NTS44
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4. 燃焼消費率・必要燃料・飛行（走行）可能・時間計算
(A)燃料消費率計算 (B)必要燃料計算 (C)飛行(走行)可能時間計算

[問]
　飛行（走行）時間：？
　燃料消費量：175ガロン⒧
　燃料消費率：35ガロン⒧/時
[解]
⑴固定目盛盤のタイムインデック
スに回転目盛盤の数値35を合わ
せる
⑵回転目盛盤の数値1.75に対応す
る固定目盛盤の数値30を読む
⑶位取りをして300を求める
[答]　300分（5時間）

[問]
　飛行(走行)時間：300分(5時間)
　燃料消費量：？
　燃料消費率：35ガロン⒧/時
[解]
⑴固定目盛盤のタイムインデック
スに回転目盛盤の数値35を合わ
せる
⑵固定目盛盤の数値30に対応する
回転目盛盤の数値1.75を読む
⑶位取りをして175を求める
[答]　175ガロン

[問]
　飛行(走行)時間：300分(5時間)
　燃料消費量：175ガロン⒧
　燃料消費率：？
[解]
⑴固定目盛盤の数値30に回転目盛
盤の数値1.75を合わせる
⑵固定目盛盤のタイムインデック
スに対応する回転目盛盤の数値
35を読む
{答]　35ガロン⒧/時

の関係式で全て計算ができます
＊時間は分を基準に考えます。

消費量燃料＝
必要燃料
飛行時間

5. 上昇(下降)高度・上昇(下降)率・上昇(下降)時間計算
(A)上昇(下降)高度計算 (B)上昇(下降)率計算 (C)上昇(下降)時間計算
[問]
上昇(下降率)：430FT/分
上昇(下降)時間：18.6分
上昇(下降)高度：？
[解]
⑴固定目盛盤の数値10に回転目盛
盤の数値43を合わせる
⑵固定目盛盤の数値18.6に対応す
る回転目盛盤の数値80を読む
⑶位取りをして8000を求める
[答]　8000FT

[問]
上昇(下降率)：？
上昇(下降)時間：18.6分
上昇(下降)高度：8000FT
[解]
⑴固定目盛盤の数値18.6に回転目
盛盤の数値80を合わせる
⑵固定目盛盤の数値10に対応する
回転目盛盤の数値43を読む⑶位
取りをして430FT/分を求める
[答]　430FT/分

[問]上昇(下降率)：430FT/分
上昇(下降)時間：？
上昇(下降)高度：8000FT
[解]
⑴固定目盛盤の数値10に回転目盛
盤の数値43を合わせる
⑵回転目盛盤の数値80に対応する
固定目盛盤の数値18.6を読む
[答]　18.6分
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